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尿 路性 器 感 染 症 にお け るTazobactam/Piperacillinの 臨 床 的 検 討
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ペ ニシ リン系合成抗 生剤piperacillinと β-lactamase阻 害 剤tazobactamの 配 合剤 であ る

Tazobactam/Piperacillinを 尿 路性器感染症患者14例(複 雑性尿路感染症13例,急 性前立腺

炎1例)に 投与 し,そ の有効性ならびに安全性 について検討 を行なった。投与方法は本剤1

回1.259ま た は2.509を1日2回,複 雑性尿路感染症 に対 しては5日 間,急 性前立腺炎には7

日間点滴静注 した。複雑性尿路感染症においては判定不能1例 を除いて,主 治医判定 によ

る総合臨床効果は12例 中7例 が有効以上であ り,有 効率 は58.3%で あ った。UTI薬 効 評価

基準 に合致 した複雑性尿路感染症10例 における総合臨床効果 は著効1例,有 効5例,無 効4

例 で60%の 有効率であった。細菌学的効果では13株 中8株 が消失 し,消 失率は62%で あ

った。

急性前立腺炎1例 は主治医判定,UTI判 定 とも著効であった。

自他覚的副作用 としては14例 中1例 に発疹が認められた。臨床検査値の異常変動 は1例

も認め られなかった。
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Tazobactam/Piperacillin(TAZ/PIPC)は,大 鵬薬 品

工業株式会社 で新 しく開発 されたβ-lactamase阻 害 剤

tazobactam(TAZ)1～5)と,富 山化学工業株式会社で開

発 された広域ペニ シリンpiperacillin(PIPC)を 力 価比

1:4の 比率で配合 した注射用製剤である。

PIPCは 長 年 にわたって臨床使用 され,安 全性,有

用性 の両面 にわたって高い評価 をうけているがβ-lac-

tamaseに 弱 い という弱点 を有 している6)。この弱点を

補 うためにPIPCにTAZを 配 合 し,よ り抗菌力 を広 め

たTAZ/PIPCが 開発 された。

TAZ/PIPCは グ ラム陽性菌か ら緑膿菌 を含む グラム

陰性菌に対 して広範囲な抗菌スペ ク トラムを有 し,β-

lactamase産 生 菌 に対 しても優 れた抗菌力 を示す こと

が報告 されている7)。

今回,TAZ/PIPCの 尿路性器感染症 に対する有効性,

安 全性 を検討 したのでその成績 を報告する。

対象は1991年5月 か ら1992年2月 までに東京大学医

学部附属病院泌尿器科およびその関連病院泌尿器科 に

入院 し,本 治験参加 に承諾が得 られた尿路性器感染症

患者 とした。投与方法は本剤1.259ま たは2.509を1日

朝夕2回,5～7日 間投与 した。

臨床効果 は主治医による判定 と共に,UTI薬 効 評価

基準(第3版8)及 び 追補9))に 準 じて判 定 した(以 下,

UTI判 定)。 また,本 剤 の投与前後 に血液検査 を行な

って本剤の影響について調べ ると同時 に,投 与開始時

から終了時 までの自他覚的副作用の有無についても調

査 した。

総投 与症例数は14例 であ り,そ の内訳は複雑性尿

路感染症13例(膀 胱炎6例,腎 盂腎 炎7例),急 性 前立

腺炎1例 であった。

複雑性尿路感染症13例 の臨床経過 を一括 してTable

1に 示 す。

基礎疾患 は腎結石6例,前 立腺肥大症5例,尿 管腫

瘍1例,膀 胱腫瘍1例 であった。本剤5日 間投与後の臨

床効果は主治医判定では13例 中著効1例,有 効6例,

や や有効1例,無 効4例,判 定不能1例 で有効率は58.3%
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Table 1. Clinical summary of complicated UTI patients treated with tazobactam/piperacillin

TAZ/PIPC: tazobactam/piperacillin PIPC: piperacillin CCP: Chronic complicated pyelonephritis
CCC: Chronic complicated cystitis BPH: Benign prostatic hypertrophy YLO: yeast-like organisms

before treatment

after treatment

** UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee
Dr.: Dr.'s evaluation
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であった。

UTI薬 効評価基準 に合致 した10例 の総合臨床効果を

Table 2に 示 した。膿尿 の正常化1例(10%),改 善2例

(20%),不 変7例(70%)で あ り,細 菌尿の陰性化4例

(40%),減 少1例(10%),菌 交代2例(20%),不 変3

例(30%)で あ った。UTI薬 効 評価基準による総合臨床

効果 は著 効1例(10%),有 効5例(50%),無 効4例

(40%)で あ り60%の 総 合有効率であった。病態群別

総合臨床効果(Table 3)を み ると単独菌感染症8例 の う

ち,1群(カ テ ー テ ル 留 置)3例,2群(前 立 腺 術 後 感 染 症)

3例,3群(上 部 尿 路 感 染 症)2例 で あ り,う ち著 効1例,

有 効4例,無 効3例 で あ っ た 。 複 数 菌 感 染 症2例 の う ち

5群(カ テ ー テ ル 留 置)の1例 は無 効,6群(カ テ ー テ ル

非 留 置)の1例 は 有 効 で あ っ た 。

細 菌 学 的 結 果 をTable 4に 示 す 。 本 剤 投 与 前 に 尿 中

よ り 分 離 さ れ た 菌 は グ ラ ム 陽 性 菌 がStaphylococcus

epidermidis 1株,Streptococcus agalactiae 1株,Entero-

coccus faecalis 2株 で あ り,グ ラ ム 陰 性 菌 がEscherichia

Table 2. Overall clinical efficacy of tazobactam/piperacillin in complicated UTI

Table 3. Overall clinical efficacy of tazobactam/piperacillin classified by the type of infection
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Table 4. Bacteriological response to tazobactam/piperacillin in complicated UTI

PCase: penicillinase CSase: cephalosporinase
* regardless of bacterial count

Table 5. Clinical summary of acute prostatitis patients treated with tazobactam/piperacillin

* before treatment** UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee
after treatment Dr.: Dr.'s evaluation

coli3株,Klebsiella pneumoniae 1株,Serratia marces-

cens3株, Enterobacter aerogenes 1株,Pseudomonas

putida1株 の 計8菌 種13株 で,こ の う ちpenicillinase産

生 菌 が8株(62%),cephalospolinase産 生 菌 が6株

(46%)で あ っ た。 投 与 後S.epidermidis 1株,S.agalac-

tiae 1株,E.faecalis 1株,E.coli2株,S.marcescms2

株,P.putida1株 の 計6菌 種8株 が 消 失 し,消 失 率 は

62%で あ っ た 。ま た,E.faecalis,E.coli,K.pneumoniae,

S.marcescens,E.aerogenesの 各1株 は 存 続 し て い た 。

投 与 後 出 現 株 と してYLOが2例 に 認 め られ た 。

急 性 前 立 腺 炎 の 臨 床 経 過 をTable5、 に示 す 。 投 与 前

に み ら れ た 発 熱,排 尿 痛 お よ び 膿 尿 は投 与7日 後 に は

消 失 し,尿 培 養 に て み られ たE.famli3も 消 失 し,主

治 医 判 定,UTI判 定 と も 著 効 で あ っ た 。

自 他 覚 的 副 作 用 は14例 中1例 に 投 与3日 後,発 疹 が

認 め られ,そ の 後 の 投 与 を 中 止 した と こ ろ 速 や か に 消

失 した。臨床検査値の異常変動は1例 も認め られなか

った。

以上よ り,本 剤は尿路性器感染症に対 して比較的有

効性が高 く,安 全性 も高いと思われた。
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The overall clinical efficacy rate according to doctor's evaluation was 58.3% in 12 patients with

complicated urinary tract infections treated with tazobactam/piperacillin.

Ten patients with complicated urinary tract infection were evaluated according to the criteria

proposed by the Japanese UTI Committee. Excellent results were observed in one patient,
moderate in 5 patients and poor in 4 patients, an overall clinical efficacy rate of 60%. The

eradication rate in the evaluation of bacteriological response was 62%.

An excellent result was observed in one patient with acute prostatitis.

As for objective and subjective adverse reactions, eruption was noted in one patient. No

abnormal laboratory findings were observed in any patients.


